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 かもめ丸の船出に

調査部長 別府義輝

 うら＼かな春光が錦江湾、にみ一ちみちて。  山野に桜、花Iらん

 ま・んの好季節、一集団操業指導一船がもめ丸が竣工して、今日ひ

 .亭ま。えに鹿児島港に回I跡されてきた。・.半蔵に渉.る.関拝。者の努
 力が、/15砲の真自な船体にぬりこめられて'一種名状し難い

 凄慨膏与えポ
 湾岸輝揚の開発と・餌をついばんでひな.鳥に与える母鳥の

 菱㌣果すl11使命榊て'生れて1'走此の船が・存分の働
 、巷を零すこと.牢趨竺、†。ると・共…干=。二改めて沿岸漁業のむづカ)し
 きに身のひきしまる思いを禁じ得ない次第である。
 200K.Gの一最新式魚・深は南・海一の大海原を、鋭い感覚を持

 ?バイオりニストの筆先のように、一狙こるくまな一く'、まさぐ
 φごとが・セ嘩よう一・七、超短波電話器は・・。{神.経束と・・なって船団

 'の機碑な・チーτ.争三ワ・↑クを援けることであろう。

 しカ)し1肝じんな事は・そ.れ以'前の間副手札つまり・この
 ・j船を輝る人の心の中にある。探し求.串、整理し、思・う'、内心

 1勺・坤要素ピ更に月一うことの夕←面的・動的要素が・程よ
 いバランスを保っていなけ・れば遂に、羽交いの折れたかもめ

 .一であり.、突進する一野のイノシシになり終るで遂)ろう.d.
 1盲1㌣準業のことは紗にも紬の世界が多すぎ㍍
 1失敗宰おそれて計画の綿密なるものを求めるこ・とのみに走れ
 .ぱ、戦わ・ずしてくじけてしまう。幾つ一がの仮定と不安定一一な推
 二識という橋をI百一一応なく渡ってゆか法モ)れば、行動を起す勇気一
 が出な1い。さればと.て短兵急な行動あみセはみずすま.しの
 からまわりに終ってしまう。まして今日・開日の糧を海のみに

 求める当業娼をひきいての行動ともなれば、千斤の糞任が運



 営責任者の両肩1ごのしか>ってくる1ことであろうし・.慎重
 き一は重一苦しさとな・りかね奮.いJ

 当業者、行政庁、研究機関三位一体とな?ての、運営計画
 が、'永もξ=一らさぬ呼吸の合致点で、実行に移されなければ
 なるまい。

 こあ'鉦が、西一に棄..に船脚も軽く,活動すること.ヵ手、.むつかし

 い洛岸振興のバロメrターになりそうで・あ渇。

 かもめ丸に  祝福あれ、

 沿岸漁業に栄あれ。

 それ沿岸漁業振興のことたる

 本を読み一人に教えを乞い一文献を

 あさり一一  案を起し  考え一一一練り

 直し一一考え込み  は一応メトツプ。

 行動あるのみ。

 (終り)



米之津川口水質汚濁予備調査(第2回)

調.査部

 !,資料採取などの日程

昭和35年!月26.日.

 ノ月27日

/月28日一

 ノ月29日.

 産児島発出水着市役所で打合

 米之津川。.野田川

米之津川口3点

 風波高きため中止

米之津川口海面

2,調査担当者

 ω資料採第

一一九方田一己

 "製造部一木下・耕之進

県派遣出水市吏員

全市商工氷室課技師

小原耕平

 .(口)分析、一査.定

 水質、底質関係本場調傘部上田忠男
 生一物関係・〃一九万田一己

 3,調査員の旅費、資料採取等に要した経費は出水市で支弁され・

 泡・・。

 4,調査、煮の決定

 米く津川にヤいては前回の調査(34年/0'//・/2日一)
 にならって、孕点(別題参照)を決めた。併し乍ら、今回、

 製紙工場の排水口がs'市2の上流一20鮎位の場所に設置され

 るこ一とが判明.したこと㌧、S士/は。垣昼墨によって満潮時にも

一3一



 それら排液の影響を全然受け粧い地さ壷であるため㌧.一採水をヰ

 止した。一一ち

 川pと附近海画においては葡目の調査から調査点の増即が痛
 感されたので/与一.煮を調査すること㌧した。(前向は川属を

 中・心として沖合50.o晩鮒近一を放射状に4点、.川口直前に!

 岸計5点であった)

 今回停モ州口左右に各/点・川口中央地点を手心として・沖
 合へ孕θ0紛(St7∵S千8の2点)800腕(S-t9

 /0、・!!の3点)ス3001秘(S七/2・・/3・/ヂ、
 ・/5のデ点)墓0・00筋(S七/6、/7、!芽・の3点)
 と商心円放射状に調査点を設けた。

.ρ

 ふ千賀調㍉底質調査～
 ○舞永の方法ナンゼシ式鯛秘器車一郎も顯苧1寒雫市一

 を付して表層、底層の採水と測一温垂同時に行

 ○一った。採水したものは直ちにビールびんに密

嘗

 栓、溶存酸素は固定し、帰庁後分揖に供した。
 啓おP豆は現場で勘定した。

 ○採泥の方法離合社製熊田式採泥器を用いて、海底を

 約/0胞曳航して採集した。後、採泥瓶に隙一

 /間なく詰め木栓を施して帰庁、分析1ξ供した
 ○調査結果

 ②j・水一頁
 水質の分析結果は第/表の通りでP亘はSt2,3、.

 享捗48,Zぶ、6,7と河州水の影響で低く・S一竜7、

 ノ・〇一3が革.3で稿午.低.く・一他の場所は何れも肘で
 ある。溶存酸素はS七2が3,タク讐4で最揮でS†与及
 び㍑の底層が真・㍉で稽ぶ低/又…一・・の表
 層・醐底層が喚.㌃.争・讐重で梢・高いが他の場所1ま

 ・一半」



 何れも島6～4I・々であゲ
 ー塩素量は・ポ毛2ぺ3・牟七/抽以下又S.†4が4%1で河州水
 の影響が大で著しく・少ない一が、St6、'クが/8;6%。セ
 稽々'極く飽.の揚.所一は.何れも/玩8%oである。

 ・.旦・一一いは§リが!〃伽・弓・.・は・・勿
 ㍍伽影響が大で飽の場所は1州μ㌦である。.
 諸醒停患七幾紬パ。;寸二誠野彩・、s右3・鉗グ吋切皿考
 ・{㍑・γ∵叩㌣、苧・ぶ・・羊が一…ト舳皿巧
 で河川氷の影響が著し<又S.七ク、9、//は70～75
 Y山ニュ七〇lnS

 /をで他の場所は何れ1…㌃㍗皿三を一であ
 ㍍燐酸も叩の苧りが…γ珊。皿シ重・七・
 卒が・・ポ㎜a㍗わで多いが!地あ揚研は何れ1い
 γ哨u㍗勾以下で麿㍍
 ア1ンモニア態窒剥1.色カ,マ・'・がふ・Y二洲血勾でI
 多/・那1・=㍗…ち・・クが・。・卜ato㍉
 他の場所は何れ、!、.千。g㌃a10皿巧以下十あポ
 硝酸態窒素は・1.・、.・.・.は一/・～.・・トa七◎皿勾で
 多いが・.伸の・場所は外1!、ニク'け㍗勾以下で
 ある。

 。馴出撃・簿素;キ亭・1.・が〆丁㍗㌣で擾1多1.叉
 ・毛・・1・・ヲが・…γ」印皿勾で稽・多/他は何
 れもα・・γ血a市。血二宕以下であ㍍

 ⑫干・卵雫一.!w才二手ぞく質.の雫化・
 .分析I.結果.は第重表の通りで肩HはS七2,3は殆んど変

 化ないがS毛5,4ぽ満潮時に高くな.り守、S七峯は逆に

 ・甲二卿1・低く.なってい.る・帯存酸畔千;満潮時とも著
 ・・モ::刈岬いが:・一率素量㍗れ・の那も.平潮時洲
 特にst5・、.6は満潮時には二/8;一6%oで浄合の海水と略
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 々 同量である,G・0.Dも何れg場所も千潮時が多一く・満
 潮暗が少い。

 'けい駿、燐酸、アン干二㌻、一硝酸、亜硝酸もS七、2,3,
 4には千潮時共1三始一ん'ど変化ないか又は諸々満潮時に少ない
 が、S七5唱6は満潮時が著しく少ない。

 以上水質よりみた河川水の分散範囲は干潮時にはS七5、

 ・6附近まで叉満潮時には§七4附近まで分散するものと考え
 Iられる。

 ③泥質
 .泥質の分析結果ぽ第3表の通りで、硫化物は、S古、2が

 …弼劣で稽・多/一他の場所は何れもα・久で狐
 G・o.。Dへ岳ま・S毛、3,4,7,8,9、!5、ノ6が/

 ・～.・・砂、で最1多1、沖合は・㌦以下で州なって
 いる。何れの分析値もS市7・、8,9祥多い結果となってい∴

 一るが、これは河川水と共に海中に流入する沈澱竺.の物質が沈
 澱した結果と考え。ると、泥質よりみた河川水の分散範囲は、

 硫化細伸1以上・・rい・…鰍ゆ上・又しや1.
 熱減量5%以上を河川水の影響と考えた場合、St、!!、

 /3、./4、/6騎近まで分散する.ものと考えられる。

 一一一一一一一一一一一◎一一一一一一一

 ㊧松本橋下では一般河川に比べO,0,Dが高い

 ご.とは、廃液の影響とも思われるが響上流のデー

 ・タがなし.'ので、・断定できない。.

 ○荒崎、野田川では松ヂ橋下で高い偉のでている◎,
 O,Dは/,/8となつて、海水の影響が大きくな一I

 っている。
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第!表水質分析結果

s.・ザ 水深 水温 PH 溶存酸素 酸素飽和度 塩素量

松本

荒.崎

里掴川

/!,6.5 6,9

z9

6,年8

z54

84ク9 0。.04.

ふ53



第1表 水質分析結果
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 第2表千満潮臨に'於ける氷質の変化

 7火.湿.1一事容子鱗11C・O・D・1
 11色{1;冊1,li酸繭瞭塩簸
 1℃1■脇晦
 ij/芝

 1潮、!1海11
 1時1・・、≡乳ク、、.、…、、、….劣,、、ユ、ク…I-7豚二
 ≡一「三下一卸.亙廻]二更一あ一亙・重1

o,96

 鴛1∴紙11㌶二1三、海ダ祭一:
 、三.⊥坐三.五二竺..二支f6-9r一一砺一ン

 けい酸;燐酸1アンモニ1'璋酸:亜硝酸1.
 .si1PアNN!N。

 ∴∵41二㍗1∵㍗
 千リ1.ψ.1。・,・.1劣・1・….」.。..仰1
 1潮1・・ll一名ゼ須二語1コ至二線1.
 1時11ギー'・ザ'フ1ア'I.†Tザ下一1'一万・・一1

 6丁蛎一r万一一↑フ0,仙4'㌣■",
 .2、.二..、350..一.2,2、、..5,0_L∠.ρ∴.ρ,顯1

 満1.1{......ψ⊥α」.よ,・」」し..α4ダ
 4/601......!,51〆,51310・/3

 1・時….ザ…一耐1一五丁^万下一'一一一r珊Ll
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'第3表 泥質分析結果

三物調査

 )ラエ・生物

 ○方法千潮時に調査点に於ける汀線一帯(.20㍗。

 30筋)9生物坪平を行い・種類・と出現量
 の穣略調査を行った。従って、生物の量に

 ついては定量的でなく多か法によった。

 ○結果

 S七2、米ノ津橋上流20腕の地点(右岸)

 採繋一生物なし。水色:茶かつ色アルコール廃

 一=,.二液による)

 St-3.、米ノ津橋上流400例、商業高校下(左騎)
 すぢえびもどき点在。はまがに点在。

一!0一



 ばせ科の一種散見(st5の種類とは異る)。

 もぐっかに稀。

 S七4、米ノ津鵜†流ち0δ叫(水色:や㌧茶かっ色)'
 独まかに点在。合すじは合名し。
 李おみどろや㌧多し。端脚類多し。

 S竜5、州寛右側

 はまがにや㌧多し。.

 ほしむしや㌧多しσ

 あおの5や㌧多し。

 いわむし点在。

 .点在。

 かき点在。

 か・さねかんざし点在。

 点在。

 は嚇』の」種.や㌧多し。

 St6、川口左側

カ)き

あおさ

 飴はへびがい

ひめこざ'ら

おごのり

じカ)い

ひめあさり

③プランクトン

 あおさ一多し。

 たみまがしわ?稀。
(事枚貝)
 あさり点在・。

 いしプ甑み(巻貝)点在。

 きらさふじつぽや㌧多し。一

 苦鮮虫類点在一。

 かたべ巾い?点在。一

 極めて多し。さらさふじつぼ

 や㌧多し。

 点在。

 点在。

 や＼多し。

 点一往。

 点在。

 よめがカ)さ(一つ

な1みまがしわ?

 やどかり一

等脚類

はまがに

 や＼多し。

 や㌧多し。

 点在。

 稀。

 ・や＼多し。

 点在。

 や㌧多し。

 川水中のプランクトン調査を行?た・
 ○方法満潮時北原式定量プランクトンネットを用'い一で

 て、川の水深を採集した。ネットの口を

 上流方約尋こネットを水平に固定して。川水が

 自然に流入する様にした。

一//一



 各点一とも10分間づ㌧琴集.した。
 ○結果
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 沈澱量ではSt2が最低、S七φが最高である;種類としてぽ、

 s七2は'動物.1性だけで植・化性占千全然みられ放かった。こ1れは
 アルコールエ場の廃液によ=る影響と.いうことも一考えられるが、

 現段階では断定一し得ない。S†2ではゾウミジンコ、

 B1aエPa-c七icussPがや㌧多くみられた。St3はI動物性皐

 割・植物性6割・・S.力ハま動物性!割・植.脅性9書1一で川口へ
 近づ1ぺ一に従って揮鉾隼の自。め・亭割合が.高.手午って.いる。
 St3侭於ては働・物性でゾIウ・ミラ・ンコ!苧稀みF.れ・ず・
 Ha一「卿卿岬s早一一と㍗.ミジ'ン、コ.が㍗多.く・・箱物性一でI…ガ
 Fra9主ユari.a。,..sP。.。.が・最.も多.かつ一た。

 ・S七二4は上述の・如一く・.植笹.性が大一部外で一R恥・ga-1ca{亭Vis
 E皿CIa血、蝦iaS章が多.かつ・プご一』・・

 S毛3、皐共に低かんにも拘らず洛洋植物性プランクトンが
 かなり出現している。

!3



 牛根蓄養地清掃作業実施経過1I査部

 第一報ぺ(3一真㌧3,一2:)・

 (趣旨)一・・一㌦パ1…。二

 鹿児島湾沿岸漁業振興協会一の経営主こ'かドる・上記蓄養場は∴.昭和
 35干摩に・㌣いて・5月採捕.の稚ブリ'3一方尾を放養する計画で
 あるカ㍉暁'往の経験法.らびに一県外先進地'の経営体験に徴して
 放養前の害魚駆除が必要牟ことが結論され、協会、本試、水産

 学部(黒木敏郎助教授担当)協議の結果各自の区署を次のよう

 に定め、電気発破による害魚駆除を具体化すること㌧なった。

 協金工事施行者の選定.と肩上、工事施行1手必要な直
 接の経費負担。

 本試魚類め生物学的致傷、致死経適の把握、及びこ一

 れに一要する人員、器材の整備。.

 学部魚類の一物理学的致傷一致死経過の把握・及びこ
 れに要する測定器材の整備。

(本試作業計画)

 上述の区署に基き、本場においては次の予定1表を作製、学部二

 と連けいして手煩を決定。

 2月27日(土)一ダイナマイト効力予備試験

 本試験の一効果を大ならしめる目的で、魚類標本の被爆程

 度を把握。

2月28日(日)本試験準備作業

 〔A〕支え縄張立作業.
 〔B〕結線作業

 〔C〕一結合作業
 よ月29日(月)最大干潮時之/劣40.分)電気発破方式

 ・にキる斎発≡o

 3月/日(火)潜水観察による清掃状況の把握,器材撤

一/卒一一一



 収。

 (作業斑の編成)

 !)綜合企画別府、耳木(本試)

 2)物理的効果測定黒木、中山(・鹿.大)

 3)生物学的効果測定九万田、ノ」シ松、(本試)

 4)作業指導男i」府、黒木、中村(協会)

 5)発破直接責任一I・河野(垂水市在住)

 6)潜水観察こ一反沈下物回収潜水業者(勉会)

 (法規上の諸許可)

火薬類消費許可昭和35年2月22日

 (県高工課関係)指令35商第よ・号の/80に依り場長

 が知事より受有した。

 岩礁破砕許可昭和35年2月2ク日指令35漁.第/

 r県漁政諌関係)3/号により協会長受有した。

(経過)

 上記諸準備及び計画に基き、別記配置により斎発を打つたが、

 漏電による電圧降下の為と思われる不発が出たので、三次に

 わたる通電1とよって、.全薬重を消費し、導焚線の残部(9米)
 は焼劫した。

.(効果).
 予・備試験によるアジ仔は20鰍の距離内にあるものは整死

 した。解剖所見は、完了次第報告する。本作業による効果あ

 ラ.ち、害.魚中最.大のものと目されているス㌧キ牟艶死し.たこ

 'と、一般に体形の偏平な魚類(タイ類・、ス㌧キ、アジ、各種

 瀬魚、アメウオ5が爆発に弱いてと、浮上するものは極く一

 部で大部分は沈むこと;魚の個体の'小さいものが死に易いこ

 と等が推測できた。

 一/5㍗'



 潜水調.査の全通程の報告をなす資料がI未だ整っていないが、

 池内の房の広さ・を潜水観察した一中声報告によれば、大部分の
 害魚は.驚死したが.1ブリの一群十数尾(4筆0匁位)一が生残し

 て游洩し。ていること、カマスあ一群.(25腕長、2ぶ尾位)カ武
 生残しているこ一と、(水面上からも確認した)カタ判った。

 †後/た弓.・1れ子率告を綜合.して・更めて対策を講ずる要がφ
 る。・I以一≒取あえず経過を穣報するに止め、学部のヂ」タと、
 一解剖所見のテニ・・タとが出揃うのを持って詳報.したい。

 嬢薬.籔.一設1水深・
8?6543.2ノ

 .乞4名、09,5/7二39,舌尻05二5島2一触
 亙(ぷ,6)(4、θ).(6,3)・(7,6)(`≦,3)(5二4二)(、事,6)(2,8)

O-O○.OO○○O
 !Jみ2!エ3!阜!.!6,;夕!45一!4;0!o2,ノノ/,8一
 班(式θ)(鼠5)(/α0)(ノ/,0)(!ε3)(9,4)(硯0)(Z星)
 ○O○○○○○O一
 '!数亡2!2ま0!島0'!2,3I9。/ク,0

盟(6二0)(7;0).(8;0)一(9,卒)(8二/)(6,0)(4,6)(工3)

O○・.g.1000-OO

/4!5/4/3'!2/!!09

 ク,(}、,・、29,4ク,070男03」2
 亙(孕丑6)r式卒)(6,,3)({ら6)(名4)(亡2,4)(よ,/)

 ○○O・○OI○一〇.
 、雪,0ざ,2Z8デ昔5。～0,3ノ機ク

 亙.(2,0)て1{3)(劣3)1,玄,3)(6,。2)l1フ;0)(ク.0)(6,2)
 ○○。O。。O○..O○○
 !!3ノ.4・9.姫'紡織'～5

 盟'一=(/,毎)一機,0)(3,2)一(劣ぷ)(φ、8)(、氏0)・
 ○・・'一〇○・・○OOO

 数字は敷設恵の海深、海梁の・三の点に(底・に近!)蹄を
 カッコ内は爆'婁匡…敦言受了k深iづるした。

 一/名・一



 給線方法及ひ残薬点火状況

 /μ時ギ5分
 (夢8ボルト)

 ぎ一ボル革トバッテリー6'魑

 {第三三;`定、亀ソく・ノー・  時、昔0分(残薬処理)

 火薬(桜印)与よタ×(塚本～.!ご1本)長1jち360ダラム九至峯50ダーラム

 のものを直径約6鰍、長さ約〆菱11二、〃)円筒彩に薗め、・一・“端に近く電気,雷管を

 埋込み、・水密の為ポリエ.ヲ1・レ1ノ袋に入れ、導線で左図の様1と十字掛して雷管
 が…受けないようにした.、



 第二報(3缶3・22)三

 会ノナマイト爆破に去る魚類の!被害について

 蓄嫡の害敵鵬(主にススキな.ξ二9大型創一'をI百鮒と一一して
 .タフナマ。一{・ト爆破作業をI≒帝つ二たのでこその際。..魚類が受けた

 、:1店吉1・11二')いて観察=叩㍗.グ・..へ.
 ダイ手マグト'に一よjつ・て魚類を捕え1走記録一・は暮色frd二二(・ノ8ク

 。2こ・一ア'一ポ?'1チプーA1b二・・モi'・'(/・88/)一一一Gha・・(/8一

 ク享)㍗…七(パσ'り'等坤皆カま一=あ'るヤ!何れも
 損嵯については記述してなく、撲傷'に・ついIてほ;稲村・(・一昭和

 一/}苧1島㌣㍗こ†㍗1∵、了一㍗ミ・∴ニダ㍗い下
 の報告が一ある。.'

 ◎'方'法

 ,・.・燦・披作業経揖・二帖..師・、輝・.の.一・と1や二・1)で11ある1ので、㌧耳こでは、.略す㌧
 実験は予備実験と本実験に紅,仏不.・行・ρ・ね、戸

 .A・叩実幣.、,こ、ニニ、之、;二.・。・。..・午
 、竿・・図.の午.芦ニニ率、1㍗碑・畔二綿糸.

 1・・.,∵.一.外!坤.に千ア.ジ年クロホ.
 41人∴続㍗㌻発
 !/、.'、、、き.ミし.・,岬設水深は・缶.と㌧.・三実験縞籠

 ㌣1練㌻∵㍗
 ㍍蒜∴れゴ∵ぐ㍗ざζ鷺{㍍∴二・
 ,実験網籠'・}'

一/?一



 ISt4S{2Sモ3S高4.。Sτ夕釦

 ・二1◇r^て“一■て^一…み0一一一一
 戸i一
 饗施jド'
 繋∴、業二一一一∵一→・∴一ム

 1一一一…・5椛一1I
 I一一一一一一/0拠一1
 1一…一一一_一一一__二J圭録、20脇_,

 爆発后、一5～/0皿in.9.間に網籠をとりあげ冷蔵庫に1
 貯蔵して帰場眉観察し走。魚類の被害については外観的観・

 察。と解剖肉眼観察を打つだ。

 1B、本一実験.(水爆.披)

 グィナマィー1・・神前報のとお/施撃ン印で・ダィオ、.
 マイトκ/ρ/(3列第/点)の地点から予備実験の一要領
 で、蓄養場堤.防へ向けて水平距離0脇、ノ筋、5秘、8地、

 ・!0.へ/デ㍗地点を各々・Sり・2・3・供・5と
 して、表層と水深5椛'に網籠を懸垂した。魚種、.尾数、観
 察等は予備実験のとおり。

 .実験魚は、マァヂ体長9,5～/6,5腕.の大きさのものを9

 7尾(予備実験44尾、本実験53尾)とクロホシイシモ

 チ体.長ξノベク,0脇の大きさめもの/。3尾(予備実験8尾、

 本琴郎雫)牽牛し・ポ、
 ◎結界
 実験結I果(一覧表)は別・表のとおり。

 A÷予備実験(実験尾数56)

 ○損傷の茨況

 .大損傷1きク㍗ソシ毛テで土ラ蓋損傷一I内臓露出が・
 例みられた。.(無一体盾ノ71、/一9)これらのエラ蓋は殆

 んど両側共、、外れておIり、内臓ぽ」麓道、胃だけをのこし
 て他の臓器は認められなカ)った。

 ,F/8一



 外傷、皮下損傷・では、眼球溶血2例、エラ藍損傷7例

 胸ビレ溢平5例・岬卯損傷く例が叶れ㌔
 エ.ラ蕾は後半部が脱即一て抽り・体側筋興傷は胸ビレ・
 申上部が草!』.り落手作よ、1一に乍っている。(κ/～5・
 /9)、・内臓器官牢.傷では・、セキツイ骨折4例。肋
 .秤・・折4・例・腎・臓損傷・ぐ例・胆嚢損傷ぐ9.例・ウ
 キブクP血管充血/5例、ウ4ブクロ組織断裂2/例、

 セキツイ本動脈溢平32糺体コウ側羊肉断琴イ.・例・
 体コウ側筋肉溢血25例となつて、セキツイ大一動脈溢

 血が韓も多/・次いで側筋溢血・ウキ.ブそ白I輝縦断裂一
 腎臓損傷等が多い。セキツイ損傷はマアジ七ほ殆1んと

 ウキーブクロ後方部が位置する処の上都にあたる第8椎
 骨と第9椎骨が外れている。一

 助骨骨折は空として第亭～第6肋叩ラキプク白の側
 面にあたる部㍗みられたバキ州大動触血は著
 トいもめでぽ確末端に声で至るもので・棟の筋肉1と
 はっきりとその溶血が認められる。溢血が尾播末端に

 まで至らないものでは間血管1鯨がセキツイ骨と交叉すI

 叩近1こ帯に著るいみられポ.
 。体コウ.側断裂は、クキフク口組織が断裂し、財滑折の
 =認められる魚体にみられやすく、従って、肋骨折の部

 分の筋肉断裂となつて一認められるこ一とカま多い一;体コウー

 側筋蝉血は主に年コウ後誠一の側筋に一認められ・高血
 管鱒!の受けた衝撃・によつ一て惹起・さ一れるも・ので=ばないか

 と帥れ孔な戸・,叩内観察によって胃・1楊・肝
 臓奪にその異常を見出すご一と一は.困難であった。

 ○定点による被害程度の相異

 〔S・!〕・..

一/9一



 .∴率1坤被害大1い呼一は外癌'ぽ全然みと苧ら
 .,㎡一な.いgに対して.率鮒は.すべ下のもIのがエラ乱胸ピ
 1、∵鰍損傷・をうもlll⊂い㍍内鱗宮でも籾)'チ

 ∵、∵一σ)/の紬ギ々折・融・胆嚢・ウ・キフク口組織断
 ,二。玲、一七ニキツイー大神午,㍗側筋肉断裂などq)損雫
 芋、㌻ミ、llジ1キ・ツ1畔舳垢3)み一岬ゾ
 、ヅ七は・すぺ一ヌσ)魚舛・印これる損亭はウキブ(〉口絹

 二:1坤.だけで・他叶損傷は/㍗づ㌧あらわ～して
 二1'・亭・:・・。..∵・…『

 声～ζ二§.ゾつニミ・.一;・・,、1・.、.ボ
 S一七/に比べ、碑害序や、字一冬亭{.≦蔀.g一でいる。

 、、二・、㍗.で二辛表、即方.カ{被華大1・ウニ†.ブク坤織断裂が多く…
 岬.乍折・・腎蝉・.胆撃ミ=、9キ㍗口乎。管布1卑・セキツイ

 。;二婦・堺。辞}李㍗側.節・弊・漆・卒が・1～3例づ㌧認
 コ、嚇.、抑ユ軒1苧。.1.j。。・ミ:・一㌧・一.、1、・・1.・∴・1≡1一・・
 。茅野郎へ、終デクr組織断裂は!畔垂1で・セキツ
 イ大動脈濫平体コウ偵}筋鮎叫がや!率えている列・
 胃蝉輝隼∵身1†ブg・ψ管充血カ崎られ㍉
 9㍗、シ㍗千チで1羊率即エ・ラ蓋・内蝉露出等の大騒
 .傷坤に外停.ちみ亭れ・・すべての鮒!ξヂツイ・肋骨
 、外…、那・.ニウキ.㍗口組蝉翠なギグ戸られて・アIミ)

 ..・、一=μ弊即木jき～…..1.・=唯
 、.岬即1季;三ホクロ岬裂と峠充車!例づ∵表層
 1千年㌻繋芦…羊即!少亭く牟?てい㌧
 〔S.t3〕

 外傷は表層の・例州〉一1ボニ/ぎ子㍗榊一2)
 で、、他は外部的に何ら異一常を認めない。

 一20I一



 マアジでは腎麟損傷、ウキブダロ血管充血㌧大動脈溢

 血、体コウ側筋断裂、.推並等がみられ、大動脈溢血・と
 体コウ'側筋損傷は一5術層の方が欠き.くあらわれている。

 クロホシイシモチでは表層で工一ラ蕾損傷がみられ、5

 翻届で肋骨々一折、一ウキーブクロ短繊断裂等がみられる。

.=(1ヂ.†ヅ..
 宇≡1=郡読..!…は異常認めず・表層のすべてのものに大動脈・
 潅血がみられるほカ)は、ウキ.ブIクー口血管充血、。体コウ
 側筋濫.租が、〆倒づ㌧。ぶ肋層でウキフク口組織断裂・!

 ・例、腎臓、胆嚢、大動脈溢血、体コウ側筋溢血が/ん

 。2例づ㌧。

 (s†5〕
 ク未部的には異常認めず。

 表属、5㈹窟ともに同程度の輝害がみられ、ウキフク
 ロ血管充血、大動脈濃血、体コウ側筋溢血が一2～4例

 づ㌧みられ狂、斗
 儀一律番号別に生死の判定をし得なか.?た外爆発后!・0
 血inで、完全に難死していたものは次のとおり㌔伸は

 ・や.㌧苦悶レている程度であった。、

 s毛一∴s七名s七エs七劣s手キ
 θ秤蝸3享01'G・一
 5坪喜30/o

 B、本実.験(水爆酸)'

 ○I損鐸の状況
 矛傭実験と瞭々同様で・'孤.る。⑳・で略す;

 ○定点による被害程度の相異一

一2/'



 〔St1〕
 予備実験と同様・表層が被害華和.
 表癌では外傷。1例。《てのものにセキツイ、舳
 一憂損楊、ウーキブクロ組織断裂、体コウ側鉱漆菰珂みられ
 牟ほふ、肋脅々折{大動脈濃愈などが.多くみられた。な
 軸、こ㌧では、胃、腸。肝臓に!倒づ㌧の損傷が認めら

 れ走.。ぷ狼磨では、腎臓損優、ウキフクロ綴織断裂がす

 =べ・セの=魚体にみ一られ、肋骨々斬、俸コウ側筋肉断裂、溢
 血等が一夢いが、セキツイ損芦はみられず.、胆嚢姦傷はノ
 ;初.・だけセあつホクロホシイシモチでは表層の!見納
 一臓露一由、セキツイ、一助骨、ウキブクi]沮縦断裂等の稜害
 を受けて細り、.ぶ筋層のものはセキツイ、肋骨、

 ウキフク口組織断.裂、体側筋肉断裂などがみられた。

 (Sリ〕
 .ご＼で書)表、魯が被害大。外傷3例。
 着力骨.々折こ腎臓、I.胆嚢“.ウキフク口組織断裂、大動脈断
 裂或は溶血、側筋肉溢血等がすべてあ魚俸1どみとめられ
 ・言、.肝麟・に.も一㍗》。2例被害があった。
 .夕肋層で・は.外.部.異常認めず∵ウ1キIブクロ組織断裂、腎巌
 損傷が・すべてにみられ・。肋骨々折も多い。

 〔S毛3.〕
 s竜3'以遠'の定・点七・ぽ外部損一傷は全然認めず、

 被害は表層、夕筋層ともに同程度である。こ㌧で.も、ウ

 キフクロ断裂、貴いは血管充血、.セキツ々木動脈濃座、.
 肋骨々折、側筋肉盛並・そ・の絶がみられた。

 (st4〕

 、率樗1辛.実験せずε.
 よ肋雇で、一ウキフクロ、.断裂/例。セキー～ソ=イ大翠'1賑溢血」

 一'21=・2・一帖



 3例、腎虚1損傷!鋼であった。

 (Sい一)
 張層の方が5榊層よ箏被害や㌧大。

 表層ではマアジのすベセのものがセキツイ木勲脈盗斑,
 'ウキフクロ血管充血をラ・け、腎臓損揮もみら・れる。・
 書物癌では.大動脈溢血の損鶴がや㌧.多く、その他/～
 3例で.あつた。

 (S、市6).
 表層の方が被害や㌧大。

 表層ではすべての.もの竜ζ一大動脈溢血の!羊か・腎横・胆
 時嚢損傷がある。'左脇層では大動脈.濃並.3例と、ウキフ

 クロ血管充血2椀があつ一た。

 本実験の魚は、爆発后、約5'0壷iエユーに.とりあげたが、

 全・部、蟻死して一いた。

 一一一一一一一一一一一。)一一一一一一一一一

 な朽、本実1緯の際にや㌧苦悶旋廼していた.ボラ、アイ
 ゴ、ク'ロサギを採捕して解剖した結果.は別表のとおり。

 即ち、外傷は全然認めず.、ウキフクロ断裂、腎臓、胆嚢

 損傷、大動脈濃血がみとめられた。

 以、上を要約寺ると

 ⑦ダイ与マイ'トから/o～!5脇偉の距離にある定点では
 各、急共に、表層の方がダイナマイトからの実際距離は長

 いに・も'拘らず、被害が大きい。このことから爆圧は垂平

 方向よりも上方へ'斜上方の水面近くσ)方向に大きくI影響

 するようで、これは水圧との関連によるものではないカ)

 と、竈.着っ言、るカ,評系雷を・・検.言寸し看尋ない。

 .③マアジに細いては一極近距離・でも大写傷は季とめられず二
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 小型のクロホシイシモチで僅.かにみとめら.れた。
 大損傷としては内臓露雌とエラ重鎮.傷てあつ.た。

 ③外傷は極近距離のちので可しかも表層に位置していたもの
 一だけにあらわれ、他は外部的に全然異常を諌め得なも)。

 ④外.傷の種・類としては、エラ董、胸ビレ、体動筋肉損傷がみ
 られた。

 ③ウキフクロ断裂の魚体では肋骨々折、腎臓、胆嚢.、大動脈

 溢血、体コウ倒筋断裂などの損傷が平行してみられや・ずく

 ウキフクロー断裂はダイナマイトからの距離/5脇位漢で

 にみられ・.ることも紅るが、就中7翻位までのものに多い。

 .⑧ウキフクロ断裂のみ亭れない魚俸ではその血管充血と、森
 コウ側筋肉溢血が.みられ易い。

 ②.セ.キツイ大動脈溢庇は最も多くあらわれる損傷で、,20筋

 の処に位置していた魚体にも認められた。

 ⑧爆発后、や㌧苦悶している程一度の.ものでも、長時聞后には一
 箆兆一に至るものが多いのではないカ)と思われる。一

以上
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奄美短信

 内地では陽春三月というとこIるか、当地では桜はとっくに敬一

 ら果て初夏を恩ヤ=せる毎日カ1続い㍗、・る一中の室内温度は
 。23～24℃。陶然たるべき春を適グー越'してい1きなり夏二突
 入というわけ。奄美一での暖冬はむしろ無滞というべきセある。
 それに一本土同様晴天が続き水不足は深刻である。水道も電カ

 ボ気息奄奄。苗.代一。も=つくれないと聞く.。こ㌧ら.で一雨欲し
 い処であるが稀に降一る雨ほ何れもほへのちよつぴりでお
 しめり程度。全・く今頃の雨は迫力に乏しい。

 三月とい'えば当地は製糖・の盛期で今農家は多仁を極めている。
 一方海も水ぬるみ1一のり摘み、貫拾いの人で賑わいを見せて

 来た。岸を遠ざかっていたカツオもボツボツ`姿を現わす頃で

 ある。万物躍動1と.一蒲ち、冬の罎蓄えられたエネルギ・一は、か

 Iくて徐々に放出き祖、て行く。

 過日・増殖係では諸鉢で摘採したヒトエグサを抄き製品を作っ

 たが、試食してみると、浅草のりに劣るとは言えそ一こはか

 とない磯一の香を放ち何とも云禾ない占一般にヒトエグサはオ

 ー一サと呼ばれ/ノ月頃から4月頃雀岩礁に密生する。。寒中は

 摘むものが悔いが3月か一ら一は盛に採集される。そのまま乾し

 て・保・存し'そ徒用一しているが、抄製にすれ一は又変った趣がある。
 香・艶で=大量に一採集可能なヒトエ.クサが何等かのルートで換金

 出。来・れば幸セある。一

 分・齢加工場こも'一漁期・を・娃えて整備に忙捗しいカま会年も又好漁で
 ある一よ一ち祈一っている次第。

(3式3,5  S。王記)
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各部日記

 ○漁業部日記.

3月8日

 3月/o目

3月23一日

 '一3月2-5日・一

 35年度ま一り沿=岸資源細査を養殖部より
 漁業部で担当することを'決定。

 八代海調査打合せのため酉水研伊藤所長

 来場。

 西氷研との共同調査を終了照一南丸帰港

 調査酷「舛もめ」!5屯60炉(ヤンマー→
 の進水

 調査部日記、.
2月27.日二}3月/日.

 害敵駆.徐作業'(別府、又木、・九。万田、.小松)
 3月一ノ日～3月4日

 大隅海峡流れ藻郡査(九万用)

 3力/与目一山口県八柳技師外2名ブリ仔需要たつ
 い七来場。

 ..デ月.!・甘㌻!・8目
 南海区ブロック会議決主莚岡(又木)

 3月く手.日～/ク、日志布志湾・露料(アミ)開発辛び
 にタイ仔漁獲量調査(九万田。弟字丸)

 3月/'ク日～・/ラ日プーリ仔採捕打合二佐多岬演し協(別府)

 3月～2日～23I日小林綜合養魚場.にて餌料関係調査
(弟子丸)

 3月。2φ日～26ヨ.蓄養場水質分析指導:牛根
 3月30日～3/ヨ(上田)

 3月26日岡に1県係員業者ブリ仔出荷打合の為兼揚

 佐多岬漁協にて打合せの上、宮崎県へ向う。1
 別虐部長岡適。

一.26一一



 b養殖部日記

 3月2日・・サパ魚俸溺.定一・.

 3月''一3日一ノリ..糸.状・体培養水の換水

 く月ク日.～8日λ==民養殖指導(出水=)'
 3月8日黒螺貝養殖いかだ整理.

 3月9一日一3-51年度事業計画検討一一'I

 {月!/日～/5日二三増殖適地調率(古江)
 .3月/2日サバ魚…体側一定一一⊥I-

 3月!よ日～/8日南海・区ブロック技術会議(延岡)

 3月一。2ノ日戸)。23日一一Iノ'0一リ養殖指導(垂水、減釦に、一川内)
 き月24日サバ魚体測定

 O.製造部日記

 3.月/.く,.r千島分場長事務打合せ
 岬・日ザ部全員吉留食品い圭一1舳工場甲査一
 3月/ク日和一。特殊塩の効果試験'・

 3月2/日～2ク日罐詰製造試験

 3月24日高知市鋳氏うに施工打合せ

 '3月一3/日串木時市税所技師フカ利用加工試験打せ

ρ

分場日記

2月,.8日県漁放課郡山庶務係長来.場

 3月/o日～29日加工場整備

 、2月//日、/8日マベ稚貝籠取換え

 2月//日～22日徳之島、.北大島一円浅海資源調査

 一一2γ一・



 (鹿大水産学部・田中.教授、大島支耐水産廉と≠嗣)
 。2月/6臼加工場実態調査(瀬戸内町芝。酉こみ)
 3月/日ウニ、モスク成熟度調査

(瀬戸内町諸鈍)
 ヒトエグサ分布調査

 3月2日～φ目・ヒトエグ与抄製

編集 後記

 春は名のみの風の寒

 1芽をふきて
 りしを一一一一一一

 萬物かすカ)に一

 春ときヵ)ね一ば知らであ

 水ぬるみて一一一一新鋭船「かもめ」進水

 一一一一フリ仔藻につく。

 かくて、新年度始'る一二

 ぷ5年度第一号(盾48)男ノ

一28一


